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北海道歯科保健医療推進計画
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　歯・口腔の健康は、食事や会話をはじめ、日常生活に大き
く影響するなど、生涯を通じて健康で質の高い生活を営む上
で重要な役割を果たしています。
　道では、平成２１年に制定した「北海道歯・口腔の健康づ
くり８０２０推進条例」に基づき、「北海道歯科保健医療推
進計画（８０２０歯っぴいプラン）」を策定し、乳幼児から
高齢者まで、全ての道民の皆様の歯・口腔の健康づくりを推
進してきました。
　こうした中、実効性ある歯・口腔の健康づくりを一層推進していくため、これまで
の取組と成果を検証し、今回、新たな計画を策定しました。
　計画では、乳幼児から高齢期までの各ライフステージに合わせて、「むし歯の予防」
「歯周病の予防」「高齢期の歯科保健医療の推進」「障がい者（児）、要介護者への歯科
保健医療の推進」の４つのテーマを設定し、施策を展開するとともに、新たに高齢者
の口腔機能の維持・向上や障がい者歯科医療協力歯科衛生士の確保に取り組むことと
しています。
　道としては、今後とも、道民の皆様が歯・口腔の健康を保ち、質の高い生活を営ん
でいけるよう、市町村をはじめ関係の皆様と連携・協力しながら、歯科保健医療提供
体制の充実を図ってまいりますので、ご理解とご協力をお願い申し上げます。
　結びに、本計画の策定に当たり、多大なるご尽力をいただきました北海道口腔保健
推進協議会の皆様をはじめ、貴重なご意見をいただいた皆様に、心から感謝を申し上
げます。
　
　令和６年３月

北海道知事　鈴　木　直　道

は じ め に
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基本的な考え方基本的な考え方

第１章

１　計画策定の趣旨及び背景

２　計画の位置づけと他の計画との連携

３　計画期間

４　基本方針と目指す方向

５　推進体制

６　進行管理
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第１章　基本的な考え方



 

 
 
 

 

 

 

 
 
 

 





歯科保健医療推進のための施策歯科保健医療推進のための施策

第２章

１　重点施策

２　基本的目標及び主な施策等

　（１）むし歯の予防

　（２）歯周病の予防

　（３）高齢期の歯科保健医療の推進

　（４）障がい者（児）、要介護者への歯科保健医療の推進
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第２章　歯科保健医療推進のための施策
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施設名 設置主体 所在地
函館口腔保健センター

（函館市総合保健センター内）
函　　　館　　　市

函館市五稜郭町23番１号
（TEL：0138-56-8148）

札幌口腔医療センター 札幌歯科医師会
札幌市中央区南７条西10丁目
（TEL：011-511-7774）

道北口腔保健センター 旭川歯科医師会
旭川市金星町１丁目１番52号
（TEL：0166-22-2290）

口腔保健センター
（北見赤十字病院内）

日 本 赤 十 字 社
北　海　道　支　部

北見市北６条東２丁目
（TEL：0157-24-3115）

十勝歯科保健センター 十勝歯科医師会
帯広市東７条南９丁目15－３
（TEL：0155-25-2172）

釧路歯科保健センター
（市立釧路総合病院内）

釧　　　路　　　市
釧路市春湖台１番12号
（TEL：0154-41-6121）
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歯科保健医療サービス提供のための基盤整備歯科保健医療サービス提供のための基盤整備

第３章

１　普及啓発

　（１）8020運動の推進

　（２）口腔機能の獲得・維持・向上

２　歯科保健医療情報の収集及び提供

　（１）歯科保健医療に関する調査研究の推進

　（２）道民歯科保健実態調査の実施

　（３）市町村における歯科保健対策の実施状況の把握

　（４）学校保健調査の実施

　（５）医療機能情報の提供

３　歯科保健医療提供体制の充実

　（１）歯科保健医療を担う人材の確保・育成

　（２）高次歯科医療の確保と歯科医療における病診連携の推進

　（３）救急歯科医療の確保

　（４）離島及びへき地における歯科保健医療の確保

　（５）歯科医療安全体制の推進

　（６）HIV感染者/AIDS患者の歯科医療の確保

　（７）病診連携及び医科歯科連携の推進

　（８）災害時の歯科保健医療体制の確保
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第３章　歯科保健医療サービス提供のための基盤整備
 

 
 

 

 
 
 

 

 
 

 
 

 

 

 

24



 

 
 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

25



 
 

 
  

 

 
 
 

 

 

 

 
  

26



 

 

 
 
 

 

 

 
 
 

 

 

 
 
 

 

 
 

 

27



 

 
 
 

 

 

 

 
 
 

 
 

 

28



 

 
 
 

 

 
 
 

 

 

 

 
 
 

 

 

29





資　　料資　　料

第４章

１　北海道における口腔保健の状況

　（１）幼児期のむし歯の状況

　（２）学齢期のむし歯の状況

　（３）成人期の口腔保健行動の状況

　（４）現在歯数の状況

　（５）咀嚼良好者の状況

　（６）前計画における指標項目の最終評価一覧

２　北海道歯・口腔の健康づくり８０２０推進条例

３　歯科口腔保健の推進に関する法律

４　本計画における目標・指標一覧

５　歯科口腔保健の推進に関する基本的事項における目標

６　北海道口腔保健推進協議会設置要領

７　北海道口腔保健推進協議会委員名簿

８　計画の策定経過

９　用語解説
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目標 指標 目標値 

第１．歯・口腔に関する健康格差の縮小 

一 歯・口腔に関する健康格差の縮小によるすべての国民の生涯を通じた歯科口腔保健の達成 

 ①歯・口腔に関する健康格差の縮小 ア ３歳児で４本以上のう蝕のある歯を有する者の割合 0％ 

イ 12 歳児でう蝕のない者の割合が 90％以上の都道府県数 25 都道府県 

ウ 40 歳以上における自分の歯が 19 歯以下の者の割合（年齢

調整値） 

5％ 

第２．歯科疾患の予防 

一 う蝕の予防による健全な歯・口腔の育成・保持の達成 

 ①う蝕を有する乳幼児の減少 ３歳児で４本以上のう蝕のある歯を有する者の割合（再掲） 0％ 

 ②う蝕を有する児童生徒の減少 12 歳児でう蝕のない者の割合が 90％以上の都道府県数（再掲） 25 都道府県 

 ③治療していないう蝕を有する者の減少 20 歳以上における未処置歯を有する者の割合（年齢調整値） 20％ 

 ④根面う蝕を有する者の減少 60 歳以上における未処置の根面う蝕を有する者の割合（年齢

調整値） 

5％ 

二 歯周病の予防による健全な歯・口腔の保持の達成 

 ①歯肉に炎症所見を有する者の減少 ア 10 代における歯肉に炎症所見を有する者の割合 10％ 

イ 20 代～30 代における歯肉に炎症所見を有する者の割合 15％ 

 ％04 ）値整調齢年（合割の者るす有を炎周歯るけおに上以歳04 少減の者るす有を病周歯② 

三 歯の喪失防止による健全な歯・口腔の育成・保持の達成 

整調齢年（合割の者の下以歯91が歯の分自るけおに上以歳04 止防の失喪の歯① 

値）（再掲） 

5％ 

 ％58 合割の者るす有を歯の分自の上以歯02で歳08 加増の者齢高るす有を歯の分自のく多りよ② 

第３．生活の質の向上に向けた口腔機能の獲得・維持・向上 

一 生涯を通じた口腔機能の獲得・維持・向上の達成 

 ①よく噛んで食べることができる者の増加 50 歳以上における咀嚼良好者の割合（年齢調整値） 80％ 

 ②より多くの自分の歯を有する者の割合 40 歳以上における自分の歯が 19 歯以下の者の割合（年齢調整

値）（再掲） 

5％ 

第４．定期的な歯科検診又は歯科医療を受けることが困難な者に対する歯科口腔保健 

一 定期的な歯科検診又は歯科医療を受けることが困難な者に対する歯科口腔保健の推進 

 ①障害者・障害児の歯科口腔保健の推進 障害者・障害児が利用する施設での過去１年間の歯科検診実施

率 

90％ 

 ②要介護高齢者の歯科口腔保健の推進 要介護高齢者が利用する施設での過去１年間の歯科検診実施

率 

50％ 

第５．歯科口腔保健を推進するために必要な社会環境の整備 

一 地方公共団体における歯科口腔保健の推進体制の整備 

 ①歯科口腔保健の推進に関する条例の制定 歯科口腔保健の推進に関する条例を制定している保健所設置

市・特別区の割合 

60％ 

 ②PDCA サイクルに沿った歯科口腔保健に関す 

 る取組の実施 

歯科口腔保健に関する事業の効果検証を実施している市町村

の割合 

100％ 

二 歯科検診の受診の機会及び歯科検診の実施体制等の整備 

 ％59 合割の者たし診受を診検科歯に間年１去過 加増の者診受の診検科歯① 

 ②歯科検診の実施体制の整備 法令で定められている歯科検診を除く歯科検診を実施してい

る市町村の割合 

100％ 

三 歯科口腔保健の推進等のために必要な地方公共団体の取組の推進 

 ％08 合割の者るあが験経の用応物化ッフで満未歳51 備整の制体進推の防予蝕う① 
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参考指標 目標値 

第２．歯科疾患の予防 

一 う蝕の予防による健全な歯・口腔の育成・保持の達成 

 あ ３歳児でう蝕のない者の割合 95％ 

 い 12 歳児でう蝕のない者の割合 95％ 

二 歯周病の予防による健全な歯・口腔の保持の達成 

 あ 20 代における歯肉に炎症所見を有する者の割合 10％ 

 い 40 代における歯周炎を有する者の割合 25％ 

 う 60 代における歯周炎を有する者の割合 45％ 

三 歯の喪失防止による健全な歯・口腔の育成・保持の達成 

 あ 60 歳で 24 歯以上の自分の歯を有する者の割合 95％ 

第３．生活の質の向上に向けた口腔機能の獲得・維持・向上 

一 生涯を通じた口腔機能の獲得・維持・向上の達成 

 あ 60 代における咀嚼良好者の割合 80％ 

 い 80 歳での咀嚼良好者の割合 70％ 

第５．歯科口腔保健を推進するために必要な社会環境の整備 

一 地方公共団体における歯科口腔保健の推進体制の整備 

 あ 市町村支援を実施している都道府県数 47 都道府県 

 い 歯科口腔保健の推進に関する基本的事項（歯科口腔保健計画を含む）を策定している市町村の割合 100％ 

三 歯科口腔保健の推進等のために必要な地方公共団体の取組の推進 

 あ 乳幼児期におけるフッ化物塗布に関する事業を実施している市町村の割合 80％ 

 ％06 合割の村町市るいてし施実を業事るす関に口洗物化ッフるけおに期齢学 い 

県府道都74 数県府道都るいてし施実を業事るす関に病周歯 う 

県府道都74 数県府道都るいてし施実を業事るす関に成育の能機腔口 え 

県府道都74 数県府道都るいてし施実を業事るす関に策対下低能機腔口 お 

県府道都74 数県府道都るいてし施実を業事健保腔口科歯るす関に児害障・者害障 か 

県府道都74 数県府道都るいてし施実を業事健保腔口科歯るす関に者齢高護介要 き 

 く 在宅等で生活等する障害者・障害児に関する歯科口腔保健事業を実施している都道府県数 47 都道府県

県府道都74 数県府道都るいてし施実を業事健保腔口科歯るす関に者齢高護介要るす等活生で等宅在 け 

県府道都74 数県府道都るいてし施実を業事るす関に携連科歯科医 こ 



48



49



50



51



52



53



54



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

55






